
　

新
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い

て
は
、昨
年
10
月
か
ら
新
築
工
事
に
着
手
し
、

令
和
５
年
12
月
の
供き

ょ
う
よ
う用

開
始
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
新
施
設
は
、
現
在
の
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
の
約
２
倍
の
広
さ
を
確
保
し
、「
子
育

て
支
援
機
能
」、「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

機
能
」
な
ど
４
つ
の
機
能
を
有
す
る
施
設
で

す
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。   

　

大
手
橋
・
西
津
橋
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
本
格
的
に
西
津
橋
、
大
手

橋
、
城
内
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。
今
夏
か
ら
約
５
年
間
、
車
両
の
通
行
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
長
期
間
の
通
行
規
制

に
な
り
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
行
財
政
／
未
来
に
夢
・
生
き
が
い
・
協
働

　

北
陸
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
れ
ば
、移
住
・

定
住
や
観
光
振
興
・
企
業
誘
致
な
ど
、
地
域

活
性
化
に
、ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
敦
賀
・
新
大
阪
間
で
駅
・
経
路
の
選

定
に
向
け
た
手
続
き
が
順
次
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
小
浜
市
と
し
て
も
こ
の
手
続
き
を
迅

速
か
つ
着
実
に
進
め
、
令
和
４
年
度
の
早
い

時
期
に
完
了
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

早
期
全
線
開
業
に
向
け
て
は
、
今
後
も
、

令
和
12
年
度
末
ご
ろ
ま
で
の
新
大
阪
ま
で
の

全
線
開
業
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
関

西
や
北
陸
地
域
と
も
連
携
を
強
め
な
が
ら
、

政
府
・
与
党
に
対
し
て
よ
り
一
層
要
望
を
、

重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
、
新
駅
の
具
体
的
な
位
置
な

ど
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
企
業
や
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
な
ど
か
ら
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
く

場
を
設
け
ま
す
。
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
新
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
整
備
方
針
や
整

備
計
画
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

で
、
約
87
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

追
加
接
種
と
し
て
３
回
目
の
接
種
を
中
心
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
感
染
状
況
に
応
じ
た
対
策
方
法

な
ど
の
情
報
を
随
時
、
防
災
行
政
無
線
や
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
循
環
対
策
と
し
て
「
お
ば
ま

チ
ケ
ッ
ト
」
の
販
売
や
、
小
浜
の
食
「
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
」
定
着
事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍か

で
の
支
援
や
、
コ

ロ
ナ
と
の
共
存
、
コ
ロ
ナ
後
に
向
け
た
市
内

経
済
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
生
活 

防
災
／

　

保
健
・
医
療
・
交
通
、
快
適
便
利

　

昨
年
よ
り
、
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、

「
地
域
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作
成
研
修
会
を
実

施
し
、
各
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、「
小
浜
市
防
災
士
の
会
」
と
連
携
し
た

取
り
組
み
も
進
め
、
地
域
全
体
の
防
災
力
の

強
化
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

治
水
対
策
事
業
で
は
、
江
古
川
の
中
流
部

に
お
い
て
、
県
が
令
和
２
年
度
か
ら
輪わ

じ
ゅ
う
て
い

中
堤

工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
市
に
お
い
て
も

内な
い
す
い水

対
策
と
し
て
、
山
側
か
ら
の
排
水
計
画

を
含
む
道
路
の
整
備
工
事
に
着
手
し
て
お

り
、
今
後
も
、
輪
中
提
整
備
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

に
合
わ

せ
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
し
て
、
目
指
す
将
来
像
を
「
み
ん
な
で

描
く
、
悠
久
の
歴
史
と
風
土
が
活
き
る
ま
ち 

～
新
た
な
時
代
の
御
食
国 

若
狭
お
ば
ま
～
」

と
定
め
た
「
第
６
次
小
浜
市
総
合
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
北
陸
新
幹
線
全
線
開
業
な
ど
新
高

速
交
通
時
代
の
幕
開
け
に
向
け
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
・
団
体
・
事
業
者
・
行
政
や
地
域
資

源
を
含
め
た
「
み
ん
な
」
で
未
来
の
姿
を
描

く
、
オ
ー
ル
小
浜
体
制
で
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「
お
く
ど
さ
ん
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
道
の
駅
物
販
施
設
の
隣
に
、
地
元

野
菜
を
取
り
扱
う
直
売
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た

増
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

漁
業
で
は
、
市
内
で
養
殖
さ
れ
て
い
る
小

浜
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
魚

を
、
す
し
な
ど
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
観
光

客
な
ど
を
中
心
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
近
年
、
文
化
財
や
町
並
み
の

中
で
、
そ
の
土
地
の
歴
史
物
語
を
体
感
す
る

「
文
化
観
光
」
が
旅
の
様
式
と
し
て
注
目
さ

れ
、
多
様
な
基
盤
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
外
国
人
旅
行
客
の
取
り
込
み
も
見

据
え
、
鯖
街
道
の
山
歩
き
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
系
の
文
化
観
光
に
も
力

を
注
い
で
い
き
ま
す
。

③
子
育
て 

教
育
環
境
／

　

少
子
化
対
策
と
共
生

　

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る

中
、
昨
年
４
月
に
は
、
県
内
他
市
に
先
駆
け
、

一
時
預
か
り
保
育
の
利
用
料
に
つ
い
て
、
第

２
子
以
降
の
児
童
分
を
無
料
と
し
た
ほ
か
、

第
１
子
が
双
子
や
三
つ
子
な
ど
多
胎
児
の
場

合
は
、全
て
の
児
童
分
を
無
料
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
０
歳
か
ら
２
歳
の
第
２
子
が
い

る
、
世
帯
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
の
世

帯
の
保
育
料
が
無
償
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
９
月
か
ら
は
、
年
齢
問
わ
ず
第
２
子
が

い
る
、
世
帯
年
収
６
４
０
万
円
未
満
相
当
の

世
帯
の
保
育
料
を
無
償
化
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
今
年

４
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
中
学
卒
業
年
齢
ま

で
を
対
象
と
し
て
い
た
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
窓
口
無
料
化
を
、
高
校
卒
業
年
齢
ま
で
に

拡
充
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
末
に
全

て
の
小
中
学
校
で
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
学

習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
お
よ
び
、
校
内
の
高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
し

た
。
児
童
生
徒
は
、
登
校
と
と
も
に
学
習
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
、
健
康
状
態
や
朝

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
入
力
す
る
ほ
か
、
学

習
時
間
で
は
、
写
真
撮
影
や
文
字
・
音
声

入
力
に
よ
る
検
索
、
作
図
、
グ
ル
ー
プ
学
習

な
ど
多
様
な
活
用
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
学
校
で
の
学
習
の
効
果
を
さ

ら
に
上
げ
て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
、
学
習
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
学
習
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

／
防
止
と
支
援

　

小
浜
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
昨
年
３
月
か
ら
、

希
望
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。
小
浜
市
の
接
種
率

は
、
12
歳
以
上
の
対
象
者
の
う
ち
、
２
回
目

の
接
種
を
終
え
た
人
が
、
昨
年
12
月
末
時
点 令和 4 年 松

まつざき

崎晃
こ う じ

治市長 新春インタビュー

道の駅「若狭おばま」に、「和久里のご
はんや おくどさん」がオープン。地元
農産物や店内の羽釜で炊いたごはん、
自家製ドーナツなどが楽しめる。

広報おばま　令和 4 . 2 67 広報おばま　令和 4 . 2

正月にチャンネルOで放送した市広報企画番組から抜粋して掲載しています

聞き手／チャンネルＯ 北
きたむら

村 郁
ゆ く こ

子 アナウンサー

本市にとって、令和３年は市制 70 周年を迎え、記念すべき節目の

年となりました。新型コロナウイルス感染症への対策や北陸新幹

線全線開業に向け、令和４年のまちづくりを、松崎市長が語ります。

育成！
ふるさと小浜デザイン
夢と希望をもって生活できる社会の実現に向けて

松崎市長新春インタビュー

私
は
就
任
４
期
目
の
公
約
と
し
て
、
６
つ
の

柱
か
ら
な
る
「
育
成
！
ふ
る
さ
と
小
浜
デ
ザ

イ
ン
」を
基
に
、各
種
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
産
業
／
経
営
力
＆
発
信
力
を
拡
大

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
竜
前
企
業
団
地

に
、
複
数
の
企
業
の
進
出
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
企
業
の
事
務
所
機
能
な
ど
を

持
つ
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
の
誘
致
に

つ
い
て
も
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
関
係
機
関
で
構
成
す
る

「
小
浜
市
雇
用
対
策
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
就
職
に
関
す
る
調

査
分
析
や
意
見
交
換
を
実
施
す
る
な
ど
、
雇

用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
、
Ｕユ

ー

・
Ｉア

イ

タ
ー

ン
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
は
、
令
和
６
年
春
の
北
陸
新

幹
線
敦
賀
開
業
を
見
据
え
、
道
の
駅
に
地
元

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
長
い
戦
い
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
も
、
来き

た

る
北
陸
新
幹
線
全
線
開
業
を

見
据
え
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
が
一
丸
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
難
局
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
小
浜
市

を
み
ん
な
で
描
い
て
い
け
る
よ
う
、
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

②
環
境 

文
化 

観
光
／

　
　

組
み
合
わ
せ
て
、
魅
力
増　

　

現
在
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
で
あ
る
株

式
会
社
ま
ち
づ
く
り
小
浜
と
、
市
内
の
宿
泊

や
交
通
事
業
者
が
中
心
と
な
り
、「
観
光
戦

略
」
を
策
定
中
で
す
。
今
後
は
、
観
光
戦
略

を
基
に
関
西
圏
、
関
東
圏
に
加
え
、
北
信
越

地
域
に
対
し
て
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
体
験
型
・
滞
在
型
観
光
で

稼
げ
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
人
材
を
育
成

し
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
体
制
づ
く
り

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


